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（２） （協） 千葉電友会だより 昭 和６３年１２月

会 報 発 刊 に 寄 せ て

千葉市建設局建設部長

日 高 定 次

今年の夏は冷夏、 そ して９月 は長雨で

異常ともいうべき天候で ございま したが

電友会の皆様にはお健勝でお活躍のこと

とお慶 び申 し上げます。

皆様方には日頃より本市の建築営繕行

政に対しま して格段のお協力を賜り厚く

お礼を申 し上げます。

電友会が法人化されて今年で４年にな

りますが年を追う 毎に会も益々充実され

発足当時の目的を遂行されておられるこ

とは会員 １人々の団結の賜物であらうと

心より敬意を表する次第です。

お存 じの通り本市も人口も８０万人を突

破 し昭和６７年を目途に政令市に向けて、

極めて重要な時期 を迎へております。 こ

のような中で大都市にふさ わしい魅力と

風格のある都市づくりを進めるため幕張

メ ッ セ を 始 め と し、 千 葉 マ リ ン ス タ ジ ァ

ム
、
都 市 モ ノ レ ー ル の 建 設、 総 合 体 育 館、

更にはＪ Ｒ千葉駅周辺整備、 中央及 び新

町地区の都市再開発等々の大 プロジェク

トの推進を図っていかね ばならないので

す。 また加へて既にお承知の本市第
４次

５ケ年計画も昭和６１年度を初年度と しま

して精力 的に展開され、 本年度
が５ケ年

計画の丁度中間年度でありますことから

来年最終年次の昭 和６５年度と益々 活発な

動きを示 すものと思います。 このよ うな

中種々の 工事も皆 様方のお協力をいただ

きながら目標を達 成させ ね ばならない訳

でございますの でお力 添えをよろしくお

願い申し上げる次 第です。

さ て、 皆 様 方、 お 承 知 の
と お り、 電 気

工 事 二 法 が 公 布 さ れ、 昭 和 ６３年 ９ 月 １ 日

か ら法が施工されま した。 今回の改正 は

従 来の電気工事士の資格を第一種と二種

に 区分し、５００ＫＷ未満の自家用 電気工

作物の電気工事につ いては、 第一種電気

工 事 士 で な い と 従 来 で き な く な り、
一一般

用 電気工作物に関 しては第一 種第二種の

電 気工事士 が行うこ とになりま した。 た

だ し一部分 が２年間 の猶予期 間がある た

め、 実 際 の 運 用 に つ い て は 昭 和
６５年 ９ 月

１ 日からと なります。 改正の 目的 は一 般

用 電気工作 物について は本来十 分な知 識

と技術 を必 要とする 施設が法の規制対 象

外 であった わけです。 以上のことから電

気 工事の的確 な実施 を確保するとことに

よ り電気設 備の保安 の向上を図ると共に

電気工事 業者の地位、、知識力 の向上が期

待 できるものと信 ずるもので あります。

以上申 し上げま したが、
社 会環境の 変

化 は驚く 程早く、 又、 複雑多
様な動き を

示すなかで特 に技術 革新は日進月歩と云

われるよう に著しい ものがあります。 こ

れに対応 して高度の技術も必要になって

来 ている今 日であります。 そ れに比例 し

て 法の改正 も行われて参って来ておりま

す。 こ れ に 対 応 し て 行 く に は 行 政、 業 会

一 体となっ て業務の研鑛に励みお互い情

報 交換 を行 い、 より
よ い事業の推進を望

むものであ ります。

今後共皆様方には 建築営繕行政に対 し

ま して一層 のお協力 を賜りますようお願

い 申し上 げます。 終 りに協同組合千葉 電

友 会の益々 のお発展 と会員の皆様方の お

健 勝を心よ りお祈り 申します。

螂

偽， 》



（協） 千葉電友会だより 昭 和６３年１２月 （３）

後継者の育成について

千葉市建築部設備課課長補佐

佐 々 木 亨

《
」

ド！恥

ぞ

ＮＨＫの連続大河 ドラマ 「武田信玄」

もいよいよ大詰めを迎え、 統治者
として

成熟された信玄の人物効果は、 視聴者を

大きく魅了 しているよう でご ざいます。

こ の 信 玄 の 詠 歌 に 「人 は 城、 人 は 石 垣、

人 は 掘、 情 は 味 方、 仇 は 敵 な り」 と い う

一首があります が、 生涯、 甲斐の国に城

郭 を築くことなく 石垣のな い館でおくり

ま し た。

こ れ は、 信 玄 の 自 信 の 象 徴 で あ っ た の

かもしれませんが、 現在でもある一面に

お い て 考 え さ せ ら れ る と こ ろ で す。

よ く、 近 代 の 指 導 術、 経 営 術 に、 戦 国

時 代 の 武 将、 織 田 信 長、 豊 臣 秀 吉、
徳 川

家康、 の三者を比較 した患想が引用 され

ていると聞きますが、 これらに勝る とも

劣らない施策を
、
信玄は持っ ていた と考

え ら れ ま す。

これら の戦国指 導者に共通 して云える

ことは、 専門知識の豊富な重臣を適材適

所に配置 したうえでの強力な組織力 を巧

み に 駆 使 し な が ら
、 そ の 掩 護 の も

と に、

指導者と しての統治能力を高めたことで

あ ろ う と 思 い ま す。

い つ れ に い た し ま し て も、 国 を 支 え、

杜会を構成 し、 企業の存続を決定
づける

の は、 人 で あ り、 優 秀
な 人 づ く り が 基 本

と な る の で は な い で し ょ う か。

最 近 は、 さ ま ざ ま な 企 業 で、 人 が い な

いという 言葉をよく 耳に します。

特に、 建設関係 の分野で は、 機械化と

同 時 に、 古 く か ら 続 い て き た 伝 統 あ る 技

能職人が年々、 減少の一途をた どり、 東

南ア ジアな どの諸外国から安い労働力 を

輸入 して対応 している企業もあります。

しかしな がら、 言葉の障害 や、 生 活習

慣 の違いな どにより、 労務管 理の面で い

ろ いろと不都 合を生 じているという新聞

の報道等に接 しますと、 複雑な気持のな

かに時代の潮流というものを感 じさせら

れ ま す。

昨 年 の１０月、 ニ ュ ー ヨ ー ク 市 場 で 株 価

の 暴 落 が あ り ま し た の に 起 因 し て、 金 融、

為 替市場にも連動した結果、 少なからず

混乱を招 きましたが、 国内の 個人消費 や

住 宅建設、 さらに、 民間の設 備投資 が堅

調 に推移 しておりま すな かで
、 県
内で は

幕 張新都心 地区で、 民間主導型の新規 事

業 も大きく展開され、 近年にない活況 を

帯 び て い る よ う で す。

本市にお きま して も、２１世紀 を展望 し

つつ第４次５ か年計画に基づく諸事業 が

着実に促進さ れ、 皆様の ご協力と ご苦労

によりま して、 良好な都市の環境づく り

に貢献されていますことに、 心から敬意

を表するものでご ざいます。

このよう なときに、 電友会を組織され

ておられる企業につ いて少こ し考えてみ

た い と 思 い ま す。

産業構 造が多様化 して
、
電子産業や 情

報、 通信部 門の企業が時代の 脚光を浴 び

るにつ れて、 強電部門を志向 する若者 が、

年 を重ねる ごとに減少してい るという こ

と で す。



（４＞ （協） 千葉電友会だ より 昭 和６３年１２月

加えて、 高齢化社会が徐々に進行 して

いる社会的背景のもと、
どのよう な方法

で人材 を確保し、 優秀な後継者を育成 し

ていく かが、 今後の大きな検討課題にな

る の で は な い で し ょ う か。

とりわけ、 経験の
豊かな企画能力 をそ

なえた技術者は、
一朝一夕で求めら れる

ものではなく、
企業の開発投資と長い経

験年数が培う後に始めて生 れてくる もの

で す。

従 い ま し て、
各 企 業 に お か れ ま し て は、

受注量の伸長もさることな がら、 大局的

な 見地から、 又、 大 きく飛躍 する千葉市

と 共に歩むためにも、 日頃 から後継者 の

育 成という ことに、 最善の
ご努力 を傾 注

し て い た だ き た い と、 切 に 希 望 す る も の

で ご ざ い ま す。

おわりに、 協 同組 合千葉 電友会並 びに

傘下の企業が益々繁 栄し、 皆様のご健 勝

を心からご祈念申し上げます とともに、

今後とも千葉市発展のため、 設備行政に

一層のご支援 ご協力 をお願い申 し上げま

す
。

ノ

♂

今 年 度 の 陳 情

今年度千葉市に提出 しま した陳情書を掲載致 します。

御当局 よりう けた感触によります と、 １と３につい ては近

い 将 来 実 行 して 頂 け る の で は な い か と 考 え ら れる し だ い で す。

会員の皆様も、 御挨拶その他等で千葉市に伺ったせ つは１

日 も 早 く 実 現 出 来 ま す 様、 各 々 お 願 い を して 頂 きた い
と 思 い

ま す。

己
ご
噌一

口

１ １件名の発 注額が１億以上３億以下の電気設備工事につ

いて は
、
市内 業者の みの企業体発注をお願い致 します。

２ 県外業者１社、 市内業者１社の企業体発注の場合
は、 構

成員の出資割合比率 を県外６０％、 市内
４０％で御指導頂けま

す様お願い致 します。

３ Ｃクラス会員並みＢクラス会員のより一層 の会員優先指

名と、 発注額の上限 を県と同 じ額に御配慮頂き
たくお願い

致 し ま す。

転



（協） 千葉電友会 だより 昭和６３年１２月 （５）

千葉電友会定期総会

並びに北海道研修旅行

漕’

６月２４、
２５、 ２
６日 二 泊 三 日 に て 北 海 道研 修 旅 行 が 行 わ れた。

晴天の羽田空港より千歳着、 北海道 は早初夏を思 わせるす ばら しい季節である。

初 日、
登 別 グラ ン ドホ テ ル に て 第四 回 定期 総 会 を 行 う。

組 合 員 総 数６４名、 出 席 者４３名、 委任 状１８名 に て 総 会 成 立。 橋 本 電 業、 高 井 氏 の 司

会に て 開 会。

染谷 会 長 の 挨 拶 に 始 ま り、 昭和６２年 経過 報 告、 決
算 報 告、

監 査 報 告。

昭和６３年事業計画、 予 算案承認と原 案通り承認され、 第四回通常総会を終る。

当 夜 宿 泊 は
、
当 地 登別 グ ラ ン ドホ テ ル。 千 葉 の 汗 を 北 海 道 で さ っ ぱりと 流 し、 午

后６時半より盛大に懇親会が開かれる。 会員自慢のノ ドを披露し、 日頃の忙 しい仕

事も忘れ、 北海道の味覚 を充分に味わ い親睦の夕 べを過す。

漕

≠

於： 昭 和 新 山



（６） （協） 千葉電友会だより 昭和６３年１２月

翌 日 は オロ フ レ 峠、 昭
和 新 山、

発

電所を見学し今 回の目 的地札 幌市へ

と 車 は 向 っ た の で あ りま す。

サ ッ ポロ ビー ル 園 で夕 食、
飲 み 放

だい食べ放だいの夕 食会であ り、 会

員 の 中 に は ビ ー ル 大 ジ ョッ キ ７杯 と

い う 酒 豪 も いた 様 で す。

夕食後は、 自由行動にて札幌市内

（すすきの） 観光にてそれ ぞれ札幌不二屋ホテルに帰る事になりま した。

翌朝は全員無事に集まり御土産も沢山買いこみ帰葉の機中に納まり、 夕方７時成

田空港に帰り着く。

今回の総会旅行により、６４名にもふく れあがった会員の皆様と一堂に顔を合せ、

同 じ仕事をする仲間と して 懇親を深め、 三日聞を共に過 ごせたと云うことは、 これ

からの仕事作り、 仲間作り の良い勉強になった事を確信致 しま した。

ともあれ 全員無事総会並 びに研修旅行を終ることが出来ま した。 御苦労様で した。
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（協） 千葉電友会だより 昭 和６３年１２，月 （７）

避

第９回千葉電友会 ゴルフコン ペ

電友会優勝カップ取切戦

優勝 増田電気工業所 増田 建氏

去 る ９月１４日 （日） 印 西
、
総 武カ ン トリ ー ク ラ ブに て 第 ９ 回 電 友 会 ゴ ル フコ ン ペ

が行われま した。

今 回 は
、 電 友会 優 勝

カ ッ プ取 切 戦 と い う こ と で 各 会員 諸 君、 吾 れこ そ はと 云 う 気

が ま え で コ ンペ に 望 ん だ様 で す。

今 年 は例 年 に 無 い 天 候 不 順 で、・ 当 日 も天 気予 報 で は 雨 と いう こ と で した が、
さ い

わ い 皆 さん の 心 掛 が良 か っ た と み え て、 プ レー 中 は 雨 も 無 く、 プレ ー 終 了 と 同 時 に

雨が降り如めると云う誠に結構な ゴルフ日よりで した。

各 プ レー ヤ ー、 ハ ン デ キ ャ ッ プ 決 定後 の ス トロ ーク プ レ ー 戦 の為、 全 員横 一線

（多少の不満のあった人も居 た様だが） 日頃の腕を十二 分に発揮出来、 楽しく一日

を 過 ごす 事 が出 来 ま し た。

歓

沸
．
←

∴で
淵

一 臨 熱隠導ヤ



（８＞ （協） 千葉電友会だより 昭 和６３年１２月

轟 婁

鱒闘

騨１ 識 饗畿

ド

タ

饗

．
轟

参 加 者 は ５ 組 に て１４名、 優 勝 者 は

増田建氏 （増田電気）、 準優は高本

仁大 （京葉電設）、 三位井乃輪秀男

氏 （井ノ輪電設）、 なかなかの取れ

ないＢＢ賞は渡部昭夫氏 （大東電設）

の 各 氏 に 決 定 しま した。

各々電気工事業者は、 年間を通 し

て今 が一番忙 しい時 だと思いますが、

良く 技術屋 は仕事だけが趣味といい、 自分の仕事だ けにこもり がちと 聞きます が、

それだけでは何となく人生味け無く感 じます。

人生平均 年令８０余才といいます。 ゴルフだけとは 申しません が、 仕事と趣味 を両

立させ余暇を作り、 人生を楽 しく過ごすべく 会員の 理解と 親睦を 深め、 健康で 末永

いおつきあいを御願い致 したいと思います。

東陽電気の佐藤氏、 岡田電気の福田氏幹事御苦労 様でした。

メ
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（協） 千葉電友会だより 昭 和６３年１２月 （９＞

入 札 結 果 報 告
６２
．
９
． １ ～ ６３．

９
．
３０

単 位 干 円

６２年 ９ ／ ７ 生 浜 西 小 学 校 屋 内 運 動 場 ス テ ー ジ 敷 設 電 気設 備工 事 北 冗 業社 ２，２５０
９ ／ ９ （仮 称） 北 部 土 木 事 務 所 新 築 電 気 設備 工事 岡 田 電気 工 事 １０，１００
９／１４ 市 庁 禽 棟 冷 温 水 ポ ン プ 他 電 気 設 備 改修 工事 成 田 電機 商 会 ３，０００

９ ／ ２４ 稲 毛 海 浜 公 園 サ イ ク ル セ ン タ ー 新 築 電 気 設 備 工 事 新 千 葉 電 設 １３，９００
〃 （仮 称） 高 浜 公 民 館 新 築 し 気轟量 備一［二事 前 田 じ工 ９

，
６５０

〃 花 兄 川 公 民 餓 憎 築 電 気 設｛蔽 に事 染 谷 じ気 商 会 ７，１５０

ク 稲 毛 公 民館 改築 電 気 設備 －事 南 亀 業 １０，２００

〃 西 干 葉 緑 地 照 明 灯 他 電 気 設擁１工 事 一丁一禾匡｛童娃 ６
，
１００

１０／ ５ 本町 小学 校 プー ル 付属 屋 改築 電 気設 備 － 事 昌 和 覧機 】，３５０

ユ０／２２ 検 見 用 小 学 校 ３ 校 受 返 電 設 備 改 良 ］ 拝 染 谷 電 気 藺 会 １
，
３５０

ク 仮 称 東 部 第 ２ 暖 地 防 犯 灯 設 備 工 事 古 田’｛Ｌ設 １
，４００

ク 〃 弁 天 地 区．区 画 整 理 事 務 所 新 築 し 気 設 備ｒド 丁 進 和 覚 気 １
，
７５０

１０／１４ ク 稲 毛 市 民 ギ ャ ラ リ ー 整 備 受 変 電 気 設 備 工 事 伊 藤 亀 叢 ９，７００

１０／２７ 小 倉 下 水 処 理 場 計 測 器 設 直 工 事 ２，７００

〃 市 立 稲 毛 高 校 散 水 他 電 気 設 備１ザ 事 冨 崎 電 工 ２
，
６００

ク 花 園 中 学、 給 水 施 設 改 修 電 気 設 備 丁 罫 広 尾 電 設 １，７００

ユ０／２８ 中 央 下 水 処 理 場 流 量 計 改 修 γ 事 城 南 亀 設 企 業 ２３，２００〃 市 立 病 院 本 館 内 部 改 修 竃 気 設 備ｌｌ 事 昌 信 電 気 工 喜 ８，０００

１１ ／ ２ 高 洲 図 書 館 他 ２ 館 コ ン ピ ュ ー タ ー 電 気 設 備 ヨ 紅 安 藤 電 気 工 事 ２ １５０
７

１１／１０ こ て は し 台 中 学 他 １ 校 新 室 新 築 電 気言隻備」 詳 武 田 電 気 工 事 店 ２，８００

〃 磯 辺 嘉】 中 他 ２ 校 新三 新 築電 気設 備 工 事 大 朱 ℃ 設 ２，５００

ク さ つ き ケ 「三中 学 格 技 場 新 築 電 気 設 備 工 事 伊 藤・巳 業 ２
，
２４０

〃 松 ケ 丘 中 学、 プ ー ル 付 属 圧 改 築 電 気 設 備「１ 罫 北 陽，£機 産 業 ２
，
０００

〃 西 千 葉 緑 地 照 明 灯 設１ま 工 ｝
’

滝 口 電 気 工 業 １，７００

ｎ ／ ３０ 千 葉 球 場 新 築 工 事 閏電ｌｌ， た栄屯メ（、高，１し設」ｖ ７３０
，
０００

１１／１８ 本 町 小 学 校 １ 校置一ｉ圧・冷 線 改 修 Ｐｌ 束 屯 王 ３，１５０

ク 越 智 中 学 校 格 技 場 新 艦
、・
し 式 設 備７Ｌ事 イ 薫 電 建 １ ６５０，

１１／２４ 通 報 設 備 設 置 工 事 双 末 寛 没 ４
，９
００

ク 千 草 台 小 学 校 玄 関 改 築 竃 気 設 備 工 事 東 電 工 １，８２０

Ｕ ／２５ 臨 港 公 園 プ ロ ム ナ ー ド 街 路 灯 設二１ 事 成 田 電 気 商 会 ６ ３００
７

１２／ ７ 稲 毛 海 浜 公 園、 外 灯 設 備 改 修二１ 払 染 谷 電 気 商 会 ２，０５０

１２／ ９ 大 宮 公 園 他、 照 明 灯 設 置 交 換：ｉ事 北 進 亀 謎 …０，０００

〃 干 集 親 輪」勿、 ｝蹴 ｆｌ襯 改 修 に 事 豊 田 竃 気 ８
，
０４０

１２／ Ｍ 予 葉 公 園；昼 気 設 備 そ の 他 ３ 軟 備 丁 事 栄 光 社 ４９
，
９５０

ク 弁 天 小 学 校 荷圧 幹 線改 修工 事 染 谷 電 気 商 会 ２，４００

１２／１４ 君 待 ポ ン プ 場１ヂ １改 修１二事 ヅｒ西’Ｅ 設 ２
，
５５０

１２／１６ 社 会 セ ン タ ー （ ２ Ｆ ・ ３ Ｆ） 改 修 電 気 設 備∫１． 罫 ｛ 嚢 塚 田 電 気 Ｉｏ，３００

１２ ／ ２１ 玖 喜 公 民 館 電 気 設 備
』
ｌ ｌｆ ．τ・ 都ｌｌ方‘ １： 業

．一
１ ６５０
一！

１ ２ ／ ２ ２

．．．一．一■肋

緑 町 中 ‘∫ 杖 鉱 １・・、
灘 １縁１ 改 修

．
１： 事

一ｉ． 一一

宮 川 地 気 通 信 １ 表

．一．一一．

３
，
６ ３ ０

「｝圃 一ヒ１２／２３ ６２年 度 干 葉 市 公 営 住 宅（仮 称）お ゆ み 野 団 地 ブロ ッ ク こ気 設 備二ｉ 拝 渡 辺 彪 気．［ 療 １４
，
８００

ク 同 Ａ ブ ロ ッ ク 同 工 事 水 沼 じ 業 社 ｌｌ，９８０

ク 道 路 照 明 灯 鼠 置 工 事 （そ の １） 北 斗 電 業 ８，４０
０

ク 同：ｒ 事 （そ の ２） １己日 電 気 丁 業 １２
，
０００

〃 中 央 下 水 処 理 場 第 ２ 系 統 放 流 々玉峯：計 改 修 工１１多 福 井 冗 機 】１，０５０

１０／３０ 中 央 下 水 処 理 場 管 明 照 明 設 備 丁 事 新 朱 毛 設 ２ ６００７
６３年 １ ／２０ 距 千 葉 地 区 景 観 自 分 街 路 灯 設 備 その ］ 工 事 東 陽 電 気 工 事 １３，３〔〕０

１ ／２５ 市 立 養 護 学 校
、
仮 設 校 八 新 築 電 気 設 備

一
１二事 大 西 電 設 ３，９００

ク 緑 町 中 学 他 １ 校 両 圧 幹 線 改 修 工 事 大 東，琶 設 ３ ３６０，

２ ／ １ 巳 久 豆 他 １ 校轟 圧 幹 線 改 修∫１二事 千 葉 電 建 ３
，
１００

２ ／ ８ 本 千 木 ポ ン プ 場 吐 出 レ ベ ル 計 設［．
１：事 福 井 サ ー ビ スＩＬ 巣 ３，９

００

４ ／１４ 椿 森 中 学 屋 内 運 動 場 解羊本．毬気 設 備 工 事 成 田 に 機 商 会 ２，４５０

ク 保 健 所 電 気 設 備 改 修 工 事 渡 辺 屯 気二１ 業 ３，９５０

５ ／ ６ 斗 央 土 木 事 務 所、 高 月
τ 腿 幹 線 改 修 工 事 束 冠 工 ２

，
６】０

５ ／１６ 川 戸中 学 校 低月三幹線 改 修 工 事 北 陽 己機 産 叢 ２β００
５ ／２５ 仮 称 宮 野 木 地 区 ス ポ ー ツ セ ン タ ー 外 灯 拡）・・設 備 工≧拝 橋 本 屯 巣 社 １６

，
７５０

６ ／ １ 和 陽園 特 別 養 護 棟 増 築 電 気 設 備 工 事 共 和 屯 気二Ｌ業 １５，９００

６ ／ ６ 昭 和 の 森 キ ャ ン プ場 照 明 灯 改 修 工 事 宵 田 亀 設 ２，４００
６ ／２２ 消 防 々 災 総 合 セ ン タ ー 電 気 配 管 設 備 工 事 千 葉 電 建 ５

，
８５０



（１① （協） 千 葉電友会 だより 日召禾０６３年１２月

６３年 ６ ／２２ 椿 森中 学 麗 内 運 動場 改 築 電気 設備 工 事 成 田 電 気 ８，５５０

〃 誉 田中 学 屋 内 運 動場 改 築 電気 設備 工 事 城 南 電 設 企 業 ２９，８００

〃 和 陽園 養 護棟 増 築 電気 設備 工 事 協 同 電 業 祇 ４０，９００

６ ／２７ 宮 野 木地 区ス ポ ー ツセ ンタ ー 屋内 新 築 電気 設 備 工 事 千 葉 塚 田 電 気 ５６，０００

６ ／１０ 高 洲 第一 ポ ン プ 場 直流 電 源装 置 修繕 宮 崎 電 工 ４，１００

７ ／ ４ 生 浜 小学 校他 １ 校 高圧 幹線 他 改 修工 事 水 沼 電 業 社 ４，９５０

〃 （仮 称） 稲 毛 ギ ャ ラリ ー 整備 電 気設 備 その 他 工 事 伊 藤 電 業 ３，１００

７ ／ ６ 千 城 台北 小高 圧 幹 線他 改 修工 事 ７，９００

〃 院 内 小 学 校 高 圧 幹 線 他 改 修 工 事 ’言 電 業 ７，９００

〃 都 賀 小学 校 高圧 幹 線 他 改 修 工 事 新 千 葉 電 設 ５，５５０

〃 検 見川 小 学 校 高 圧 幹 線 他 改 修 工 事 染 谷電 気 商 会 ７，２５０

ク 塩 田 学 校 給 食 セ ン タ ー 動 力 盤 改 修 工 事 木 村 建 設 １２，５００

〃 中 央 消 防 署 西千 葉 出 張 所 電 気 設 備工 事 高 率 電 設 ８，２５０

７ ／１１ 花 園 中 学 他 １校 高 圧 幹 線 改 修 工 事 京 葉 工 業 ２，７５０

７ ／１３ 中 央 下 水 処 理所 避 雷 針 設 備 改 修 工 事 滝 口 電 気 工 業 ６，６００

７ ／１４ 新 宿 小 学 校 散 水 電 気 設 備 工 事 広 尾 電 設 ２，７００

〃 小 倉 小 同 上 工 事 北 進 電 設 ２
，
９００

〃 磯 辺 第 １ 小 〃 新 千 葉 電 設 ３，６００

〃 上 の 台 小 〃 染 谷 電 気 商 会 ２
，
７００

７ ／１８ 真 砂 台 玉 小 〃 宮 崎 電 工 ２，５５０

〃 末 広 中 学 〃 昌 信 電 機 工 事 ３
，
０００

〃 幕 張 本 郷 中 〃 大 東 電 設 ２
，
６１０

　

７ ／２０ 千 城 台 西 中 〃 ５，３５０

〃 草 野 中 学 〃 伊 藤 電 業 ５，２００

７ ／２５ 幸 町 台 ｉ 中 〃 東 電 工 ４
，５
００

〃 み つ わ 台 中 〃 光 栄 電 設 工 業 ３
，
６００

〃 泉 公 園 高 圧 幹 線 改 修 工 事 進 和 電 気 ２，５８０

ク 鶴 沢 小 学 校 給 食 改 装 電 気 設 備 水 沼 電 業 社 ４，２００

ク 花 見川 第 ３ 小 学 校 散 水 電 気 設 備 工 事 染 谷 電 気 商 会 ４，９５０

〃 若 松 台 小 学 校 散 水 電 気 設 備 工 事 陣 野 電：設 ３，１２０

７ ／２７ 高 洲 第 ２ 中 学校 散 水 電 気 設 備 工 事 新 千 葉 電 設 ５，１００

８ ／ １ 星 久：喜小 学 校給 食 室 改 装 電 気 設 備 工 事 吉 田 電 設 ４，５５０

８ ／ ９ 更 科 中 学 特別 教 室 改 築 電 気 設 備 工 事 ４，８５０

８ ／２２ 大 巌 寺 小 学 校屋 内 運 動 場 ス テ ー ジ 敷 設 電気 設 備 工 事 河 電 設 ２，０８Ｇ

ク 千 葉 市 平 和 公園 受 変 電 設 備 改 修 工 事 大 西 電 設 ２，２５０

〃 稲 毛 公 園 他 照 明 灯 設 置 工 事 新 都 市 サー ビスセンター ３
，
３５０

〃 千 葉 市 南 部 少 年 セ ン タ ー 高圧 幹 線 他 改 修工 事 オ リ オ ン 電 気 工 事 ３，８００

８ ／２４ 朝 日 ケ 丘 小 学校 増 築 電 気 設 備 工 事 染 谷 電 気 商 会 ６，１００

ク （仮 称） 稲 毛 畏 間 航 空 記 念 館 新 築 電 気 設備 工事 片 岡 電 工 ２２，５００

ク （仮 称） 千 葉 市 越 智 公 民 館 新 築 電 気 設 備工 事 千 葉電 建 １４ ６００，

８ ／２６ （仮 称〉 下 区 総 合 支所 新 築 電 気 設 備 工 事 （Ｔ Ｖ） 東 陽電 気 工 事 ２６，５００

８ ／２９ 桜 木 小 学 校 Ｃ Ａ ｌ シ ス テ ム 電 気 設 備 工 事 双 葉 電 設 ３，
０００

〃 花 園 小 学 校 Ｃ Ａ ｉ シ ス テ ム 電 気 設 備 工 事 安 藤 電 気 工 事 ２
，
０７０

８ ／３１ 星 久 喜 保 育 所 改 築 電 気 設 備工 事 渡 辺 電 気 工 業 １３，５００

〃 和 陽 園高 圧 住受 変 電 設 備 改 修 工 事 増 田 電 気 工 業 所 ２６，３５０

９ ／ ５ 真 砂 第１ 小 学 校 屋 内 運 動 場ス テ ー ジ 取 設電 気設 備 工 事 北 電 業 社 ２，７００

ク 真 砂 第２ 小 学校 屋 内 運 動 場ス テ ー ジ 取 設電 気設 備 工 事 大 東 電 設 ２，７００

〃 真 砂 第４ 小 学校 履 内 運 動 場ス テ ー ジ 取 設電 気 設 備 工事 宮 崎 電 工 ２，５５０

〃 高 洲 第３ 小 学校 屋 内 運 動 場ス テ ー ジ 取 設電 気 設 備 工 事 西 千 葉 電 設 ３，０８０

〃 草 野小 学 校屋 内 運 動場 ス テー ジ 取設 電 気設 備 工 事 栗 飯 原 電 気 商 会 ２，８００

ク 幸 町 第 ３ 小 学 校 屋 内 運 動 場 ス テ ー ジ 取 設 電 気 設 備 工 事 新 都 市 サー ビスセンター ２
，
６００

ク 柏 台 小学 校屋 内 運 動場 ス テー ジ 取設 電気 設 備 工 事 黒 田 電 気 商 会 ２，４３０

〃 花 見川 第 ４ 小 学 校屋 内 運動 場 ス テー ジ取 設 電気 設 備 工 事 トマ ツ 電 設 ２，４００

９ ／ ７ 中 央下 水 処理 場 々 内 照 明 設備 交換 工 事 双 葉 電 設 ７，４００

ク 市 立病 院 薬局 待 合 ホー ル増 改 築 電気 設備 工 事 昌 信 電 機 工 事 ７，１００

９ ／１２ 千 草 台小 学校 屋 内 運動 場ス テ ー ジ取 設 電気 設備 工 事 西 千 葉 電 設 ２，４５０

ク 千 城 台南 小 学校 屋 内 運 動 場ス テー ジ 取 設電 気 設 備 工 事 進 和 電 気 ２，４３０

〃 幕 張 西小 学校 屋 内 運動 場ス テ ー ジ取 設 電気 設備 工 事 広 尾 電 設 ２，７００

〃 山 王 中学 増 築電 気 設備 エ 事 福 井サ ー ビス 工 業 １，６００

９ ／２０ 千 種 ３暑 線 道路 改 良 に 伴 う 電 気 設備 工 事 前 田電 工： ２，１００

〃 誉 田 公園 照明 灯 設 置工 事 千 葉 電気 設備 ２，６００

９ ／２２ （ 仮 称） ふ る さ と 農 園 展 示 研 修 施 設 新 築 電 気 設 備 工 事 岡 田 電 気 工；事 ３９，
０００
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磁
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（協） 千葉電友会だより 昭 和６３年１２月 （１１）

！
《

新 入 会 員 紹 介

㈲粟飯原電気商会

千 葉 市 桜 木 町４ ７ ０ － １４

Ｔ Ｅ Ｌ ３ ３ － ２ １ ４ １

Ｆ Ａ Ｘ ３ ３ － ２ ２ １ ７

代表取締役 粟飯原 勝夫

創 業 昭和３５年

趣 味 ゴ ル フ ・ ス キ ー

㈲ 広 尾 電 設

千 葉 市 千 種 町１ ６ ７ － １ ２

Ｔ Ｅ Ｌ ５ ９ － ２ ２ ５ ３

Ｆ Ａ Ｘ ５ ７ － ４ ９ ２ ２

代表取締役 小島 武七郎

創 業 昭和５９年

趣 味 写真

購短



（１２） （協） 千葉電友会だより 昭 和６２年１２月

す し ・ う な ぎ ・ 天 ぷ ら ・ 割 烹

大小御宴会承ります

み ど ノ戴 鮨
出 前 ・ 仕出 し 致 し ます

本店 西 千 葉 駅 前

千 葉 市 春日 ２ －２１－５

０４７２－４１ －１ ５３０ （代）

， ノ

冷 暖 房 ・ 駐 車 場 ・ 日 本 観 光 連 盟 ・ ＪＲ 推 薦 旅館

鞭 白

千 葉 市 弁 天 町３－１７－２

ＪＲ千葉駅北口５分

護 国 神 社 バ ス 停 前

雲 荘

０４ ７ ２－ ５１ －８ ３ ３１

㎡


